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本報告の概要

1.調査の目的 

2.調査の方法 

3.アンケート調査の報告
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1.調査の目的

現状把握

アセスメントツール

支援メニュー

支援者 
養成プログラム
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2. 調査の方法

アンケート調査 グループ 
インタビュー調査•調査実施時期 2014年12月18日～ 

             2015年3月18日 •調査対象 被災3県で学習支援を利用　
している小学校5年生から　
高校3年生まで •調査方法 調査票配布 
記名自記形式

日時 場所 参加した 
子どもの人数

第1回 2月7日 福島県 4人
第2回 2月8日 宮城県 8人
第3回 2月21日 福島県 7人
第4回 3月26日 岩手県 15人
第5回 3月27日 宮城県 5人

以下特に記載がない限り出典は、 
東洋大学福祉社会開発研究センター（2015）「平成26年度 厚生労働省 児童福祉問題調査研究事業 課題1　被災した子ども家庭を支援するためのシステム開発調査研究事業報告書」
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2. 調査の方法

•調査対象の位置付け 

- 　学習支援利用の有無による比較 
- 　生活困窮状態 
- 　「支援」を受けている 
➡　　例）児童館利用の有無と子どもの育ち

八重樫牧子（2005）「児童館の利用が子どもの遊びや生活に与える影響」『厚生の指標』52(10),7-14.
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3. アンケート調査結果

岩手県 宮城県 福島県 総計
高1 1 9 2 12
高2 4 6 1 11
高3 5 6 2 13
小2 1 1
小5 12 12
小6 1 7 8
中1 8 4 5 17
中2 8 10 18
中3 12 25 8 45
総計 38 51 48 137
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要
福島県(48) 
34.6%

宮城県(51) 
37.5%

岩手県(38) 
27.9%
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要 回答者の学年と平均年齢(n=136)

高校3年生 
9.6%

高校2年生 
8.1%

高校1年生 
8.8%

中学校3年生 
33.1%

中学校2年生 
13.2%

中学校1年生 
12.5%

小学校6年生 
6.0%

小学校5年生 
8.8%

参考 
平均年齢 
14.6歳（S.D.1.93）
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3. アンケート調査結果
回答者の学年と平均年齢(n=136)•調査結果の概要

岩手県

宮城県

福島県

13 13.75 14.5 15.25 16

13.2歳

15.5歳

15.0歳 最小値 最大値 ばらつき
岩手県 13 18 1.66

宮城県 12 18 1.39

福島県 11 18 1.90

回答者の平均年齢

3県の比較は単純には難しい
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要

父(82)

母(123)

姉(29)

妹(44)

兄(37)

弟(43)

祖父(40)

祖母(35)

その他(11)

0 25 50 75 100

8.1%
25.7%
29.4%
31.6%

27.2%
32.4%

21.3%
90.4%

60.3%

3世代同居率は 
39％（震災前は44.1％）
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要

両親がいない(7) 
5.1%

ひとり親家庭(53) 
39.0%

両親家庭(76) 
55.9%

父子家庭(6) 
11.3%

母子家庭(47) 
88.7%

回答者の現在の家庭の形
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要

ひとり親家庭(28) 
24.6%

両親家庭(86) 
75.4%

父子家庭(6) 
21.4%

母子家庭(22) 
78.6%

回答者の震災前の家庭の形
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要

その他(18) 
14.2%

新しい家(19) 
15.0%

仮設住宅(42) 
33.1%

震災前から住んでいる家(48) 
37.8%

住まいについて
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要 住まいについて

岩手県

宮城県

福島県

0 25 50 75 100

26.7%

15.2%

13.8%

64.4%

45.5%

86.2%

8.9%

39.4%

仮設住宅 震災前から住んでいる家 新しい家
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要

現在の家に 
住み始めた時期

震災直後からの 
引越し回数

震災直後からの 
転校回数

2012年5月頃

1.18回

0.38回

平均値
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3. アンケート調査結果•調査結果の概要

震災直後からの 
引越し回数

震災直後からの 
転校回数

1回

0.8回

福島 宮城 岩手

0.5回2.1回

0.6回0.9回
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3. アンケート調査結果•調査結果の分析　学習支援を利用している理由

自宅に勉強する部屋がないため(22)

友達がいるため(50)

きょうだいや近所の声がうるさいため(24)

集中できるため(61)

スタッフと話したいため(34)

食事が出るため(14)

親から来るように言われているため(26)

落ち着くため(46)

勉強を教えてくれるため(90)

家はイライラするため(19)

その他(11) 9.8%
15.4%

73.2%
37.4%

21.1%
11.4%

27.6%
49.6%

19.5%
40.7%

17.9%

(MA)
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3. アンケート調査結果•調査結果の分析

数値は「あてはまる」「ややあてはまる」を合わせたもの。

•調査結果の分析

自分のことが好きだ(n=133)

自分は人から必要とされている(n=133)

自分のことをだれもわかってくれない(n=133)

まわりの人とあまり違わないようにしている(n=133)

友だちとの関係はお互い深入りしない(n=133)

社会に役立つことをしたい(n=133) 54.7%

27.8%

20.3%

17.3%

25.5%

23.3%

自己認識
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3. アンケート調査結果•調査結果の分析

数値は「あてはまる」「ややあてはまる」を合わせたもの。

•調査結果の分析
私にはだいたいの将来計画がある(n=133)

私は、将来結婚をしたい(n=133)

私は、将来自分の子どもを育てたい(n=133)

私には将来がないような気がする(n=133)

私の将来には希望が持てる(n=133)

将来の為を考えて今から準備をしていることがある(n=133)

将来のことを大人とよく話をする(n=133)

大人になっても地元にいたい(n=133)

自分の将来は自分で切りひらく自信がある(n=133)

将来どういった仕事につきたいかはっきりとしている(n=133)

地元を離れて違うところでずっと暮らしたい(n=133) 24%

58.6%

43.9%

34.1%

52.6%

44.4%

46.6%

16.5%

62.4%

50.9%

38.7%

将来に関すること
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3. アンケート調査結果

自己肯定感 将来に
対する希望

年齢 学校 家庭 学習支援
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3. アンケート調査結果

自己肯定感 将来に
対する希望

学校 
「安心できる人間関係」

清水冬樹（2015）「困難を抱える子どもたちへの寄り添い型支援のあり方　～被災地で学習支援を利用している中高生を対象としたアンケート調査の再分析を手掛かりに」NPO法人
子どもの権利条約総合研究研究発表発表資料　より

学校「受容」 学校「承認」

学習支援 
「安心できる人間関係」 学習支援「受容」 学習支援「承認」

家庭 
「日常的な関わり」

家庭 
「親からの受容」
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3. アンケート調査結果

清水冬樹（2015）「困難を抱える子どもたちへの寄り添い型支援のあり方　～被災地で学習支援を利用している中高生を対象としたアンケート調査の再分析を手掛かりに」NPO法人
子どもの権利条約総合研究研究発表発表資料　より

承認

自分のすることにいつも 
期待してくれる人がいる
自分の能力をいつも 
必要としてくれる人がいる
自分のしたことにいつも 
良い評価をしてくれる人がいる
自分が活躍することを 
いつも喜んでくれる人がいる
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